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	応用
	抗原情報
	背景
	ペプチダーゼC14Aファミリーに属する。アポトーシス実行を担うカスパーゼの活性化カスケードに関与する。ステロール調節エレメント結合タンパク質（SREBP）を切断・活性化する。ポリ（ADP-リボース）ポリメラーゼ（PARP）の216-Asp--Gly-217結合をタンパク質分解的に切断する。過剰発現はプログラム細胞死を促進する。アポトーシス実行を担うカスパーゼの活性化カスケードに関与する（PubMed:8521391, PubMed:8576161, PubMed:8567622, PubMed:9070923, PubMed:11701129）。ステロール調節エレメント結合タンパク質（SREBP）を切断・活性化する（PubMed:8521391, PubMed:8576161, PubMed:8567622, PubMed:9070923）。ポリ（ADP-リボース）ポリメラーゼ（PARP）を「216-Asp-|-Gly-217」結合でタンパク質分解的に切断する。過剰発現はプログラム細胞死を促進する（PubMed:8521391, PubMed:8576161, PubMed:8567622, PubMed:9070923）。リン脂質スクランブラーゼタンパク質XKR4、XKR8、およびXKR9を切断する（類似性による）。
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	Jurkat 細胞溶解物中のプロカスパーゼ 7 発現のウェスタン ブロット分析。

